
第1５回記念 奄美を描く美術展

第 15回記念奄美を描く美術展大賞 
阿室海景Ⅲ   F15 水彩・グワッシュ
山口 明日香　　（宇検村）

水、風、流れなどを俯瞰して海の流動的な良いフォルムを生み出している。
透明感やきらめきを感じさせる色調で、臨場感のある作品である。
 

本　展　会　期：平成28年10月23日（日）～11月15日（火）≪11月2日（水）休館日≫
　　　　開　館：午前９時～午後６時（最終日、午後４時まで）
　　　　会　場：鹿児島県奄美パーク・田中一村記念美術館企画展示室

巡回展　会　期：平成28年11月28日（月）～12月3日（土）
　　　　開　館：午前11時～午後７時（最終日、午後５時まで）
　　　　会　場：美術家連盟画廊
　　　　　　　　（東京都中央区銀座3-10-19美術家会館6階(社)日本美術家連盟）
　　　※　特別出品として歴代審査員の作品も展示いたします。
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asunaro
取り消し線



田中一村記念美術館賞 

優 秀 賞優秀賞

杜の響 F15　油彩

井上　伸久　 （奄美市）

正面から対象に対峙して丁寧に描写している。森の空気感、光の表現な
ど高い力量を感じる。人物と背景が見事に溶け合い、森の奥から鳥の鳴
き声なども聞こえてくる。力作である。

奄美の海（ネイティブシー） F10 油彩
櫻井　啓造　（埼玉県秩父市）

難しい構図を効果的に生かした作品である。手前
の砂浜と遠くの稜線が対比的に表現され、その中
に配された木々や波が奄美の海岸の空気感を感じ
させる。

風の島 F15　油彩
樺山　八壽代　 （伊仙町）

彼　方 S10　油彩
平野　良光　（徳之島町）

祭りのあと F15　アクリル 
吉村　英彦　（奄美市）

礁 P15　七宝
髙塚　ヒサノ　（鹿児島市）

優 秀 賞 優 秀 賞

優 秀 賞 優 秀 賞

手前のサトウキビのざわめき、遠くに見える波など、色
や形で強い風を表現している。サトウキビの下部の力強
い表現や動きのある葉など、思いがよく伝わる気持ちの
よい作品である。

板付け船に左からあたる影が時間帯を感じさせ、奄美の
空気感を伝えている。船の並びなど構図もよく練られて
いる。祭りのあとの静寂さを感じさせる。

大胆な構図と美しい色調が目を引く。凝視していると、
次々といろいろなものがいい形として、声として、音と
して立ち上がってくる。優れた技量が心を打つ。

海底の微生物や機械的な対象を配し、静かな中に動きを
感じる。小さい画面であるが密度の濃い、作者独自の空
間が広がっている。今後の様々な表現の広がりが楽しみ
である。
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杜の響 F15　油彩

井上　伸久　 （奄美市）

正面から対象に対峙して丁寧に描写している。森の空気感、光の表現な
ど高い力量を感じる。人物と背景が見事に溶け合い、森の奥から鳥の鳴
き声なども聞こえてくる。力作である。

奄美の海（ネイティブシー） F10 油彩
櫻井　啓造　（埼玉県秩父市）

難しい構図を効果的に生かした作品である。手前
の砂浜と遠くの稜線が対比的に表現され、その中
に配された木々や波が奄美の海岸の空気感を感じ
させる。

風の島 F15　油彩
樺山　八壽代　 （伊仙町）

彼　方 S10　油彩
平野　良光　（徳之島町）
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優 秀 賞 優 秀 賞

優 秀 賞 優 秀 賞

手前のサトウキビのざわめき、遠くに見える波など、色
や形で強い風を表現している。サトウキビの下部の力強
い表現や動きのある葉など、思いがよく伝わる気持ちの
よい作品である。

板付け船に左からあたる影が時間帯を感じさせ、奄美の
空気感を伝えている。船の並びなど構図もよく練られて
いる。祭りのあとの静寂さを感じさせる。

大胆な構図と美しい色調が目を引く。凝視していると、
次々といろいろなものがいい形として、声として、音と
して立ち上がってくる。優れた技量が心を打つ。

海底の微生物や機械的な対象を配し、静かな中に動きを
感じる。小さい画面であるが密度の濃い、作者独自の空
間が広がっている。今後の様々な表現の広がりが楽しみ
である。



〒894-0021 奄美市名瀬伊津部町12-6
TEL(0997)53-6515/FAX(0997)53-6519
ホームページhttp//www.torishin.co.jp
メールアドレス info@torishin.co.jp

代表取締役 手島 慎二

奄美レンタカー
有限会社 ライズ 株式会社 フラット

10-15
TEL0997-54-1421

2231-8
TEL0997-55-2633
h p://amami-rentacar.com/

奄美市金融懇話会
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主 催 ：奄美を描く美術展実行委員会

共 催 ：奄美群島広域事務組合（鹿児島県奄美パーク）

後 援 ：あまみエフエム・ディ！ウェイヴ，奄美群島観光物産協会，奄美新聞社，NHK 鹿児島放送局，大島地区文化協会連絡協議

会，鹿児島県観光連盟，名瀬美術協会，南海日日新聞社，南日本新聞社

ヤング賞

マングローブ F15　水彩
原崎　健次　　　（熊本市）

ヒズキの音色 ⅱ F15　油彩
瀧田　秀子　　　　　（奄美市）

アダン S15　水彩
丸山　良二郎　（鹿児島市）

ダチュラ連 F15　水彩
山田　望　　　（奄美市）

奄美まるごと！ F15　油彩
川俣　明日香　　　（霧島市）

アダン

マングローブ F15　水彩

佳作・奄美の海賞

佳作・奄美の空賞 シルバー賞

佳作・奄美の杜賞

ヤング賞

奄美の海、空、アダンの形が美しく配置されている。海に
かかるアダンの葉先と海の奥行きのバランスが絶妙であ
る。海や空の青と葉の緑が爽やかな空間を演出している。

小さな画面に豊かな発想で奄美の面白さを表現している。
濃い色のテーブル、三角形の大胆な構図、左に食す姿、右
上に手を描く発想が非常に面白い。描写も丁寧である。若
い力に期待したい。

白い花、緑の葉、茶色の幹がバランス良く配置され、奥の
花の描き方によって空間の厚みが表現され、揺れているよ
うなダチュラの花により風を感じる。大島紬の織りの様々な工程を想起させる配置が、宇宙への

広がりを感じさせる不思議な構図である。線の並び、コマ
の配置、色などものの解釈が面白い作品である。

自由な心でマングローブをとらえて、空や水、樹木を独特
の表現で描いている。森の中をカヌーで進むときの瞬間を
とらえて心の赴くままに描いた作品から空気感が伝わって
くる。

【審査総評】

　写実、抽象などのジャンルや油彩、日本
画、水彩などの表現方法が多彩でレベルが高
く、難しい審査であった。出品者の年齢や経
験も多様であり、それぞれが自分の奄美のイ
メージを表現しようとする工夫、意欲を強く
感じた。地道で丁寧に取り組みながら、若い
人を中心にユニークな発想もみられ、これか
らの仕事内容の動向が興味深い。対象に真正
面から取り組む中で自然への畏敬の念が表
現されるところに特徴がある、本展覧会の
今後が益々楽しみである。
審査員長
　中野 嘉之　 (多摩美術大学名誉教授) 

ダチュラ連

ヒズキの音色 ⅱ
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